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本研究は、ゲーム中心の学習過程が生徒の学びを自己調整する力に与える影

響を明らかにすることを目的とした。対象は、公立中学校第 2学年男子 67名で

あった。教材はバスケットボールを用いた。手立ては①生徒が参加しやすいゲ

ームの工夫、②ゲーム中心の授業で試行・思考を重ねる、③学習カードの工夫

の 3 つを行なった。学びを自己調整する力の変容を捉えるため、授業映像の分

析や学習カードの記述、アンケート調査を用いて検証した。 

検証の結果、ゲーム中心の学習過程によって、生徒の試行錯誤が促進された。

そして、学びを自己調整する力は授業クラスごとの差がなくなり、同水準の値

にまで高まった。豊富なゲーム経験が、遂行コントロール段階における動きの

イメージやモニタリングの力を高め、学習カードや朱書きが、予見段階におけ

る目標設定や自己考察段階における自己評価の力を高めたことを示唆している。

今後、他領域でも検証していくことが望まれる。 

 

 


